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日本古代の貴族











今日の第三部セ ッションは 「貴族とは何か」のテーマでの 「討論」で、その前提 として 日本、
中国、西欧の各分野から持ち時間1人 、15～20分 で問題提起を行 うことになっている。私は
日本の古代、 とりわけ平安時代(9～12世 紀)を 研究領域としているが、この時代に藤原摂
関家が全盛期を迎えた。 とい うことはこの時代が貴族の全盛期 といえる。そして武家社会に入
ると貴族は勢力を弱めていく。中世以降の貴族については笠谷和比古氏や谷 口昭氏からコメン
トをいただければと思 う。また今 日のテーマは初 日のセッション 「天皇 ・公家 ・武家」 とも連





















貴族 とは、本来皇族及び 「高姓」の公家等を謂い、後に大名や明治の功労者 とその子孫等


















































ちなみに 「貴族」語の文献における初見は14世 紀後半の成立 とされる 『太平記』(第一、後
醍醐天皇御治世事)の 次の文であろう。
承久 ヨリ以来、儲王摂家ノ間二、理世安民ノ器二相当 リ給ヘル貴族ヲー人、鎌倉へ申下奉
テ、征夷将軍 卜仰デ、武臣皆拝趨ノ礼ヲ事 トス。同三年二、始テ洛中二両人ノー族 ヲ居テ、
両六波羅 ト号シテ、西国ノ沙汰ヲ執行セ、京都 ノ警備二備ラル。
ここに言 う貴族 とは、鎌倉3代 将軍源実朝の暗殺後に2歳 で鎌倉に迎えられ、後に4代 将軍
となった藤原(九 条)頼 経のことである。父は関白の道家であるか ら貴族たるに充分である。
全盛を極めた平安時代にその出典がないのは妙に思われ るが、「貴族」語は明治期に設置さ
れた貴族院が強く意識され、多用されるようになるのはそれ以降 とい うことに思いをいたすな
らば、む しろ 『太平記』に出るのが不思議 とい うべきか。そもそも貴族は漢語であって 「魏晋











律令官人は正一位から少初位下まで三十階あり、三位以上の子 と孫、四 ・五位の子、つま り
貴族には21歳 以上になると蔭位制 という恩典があった。その他の輩は大学の課程 を終え、官
吏登用試験に合格 して仕官 した場合でも最上で正八位上であり、それも25歳 以上であった。
位階にお ける五位以上と六位以下の差異の大きさを示す一例である。
ここで想起され るのは、清少納言が 『枕草子』の「いや しげなるもの」(下 品なもの)と して
「式部丞の笏」を挙げていることである。式部丞は六位相当官であるが、縹色の束帯に身を包んだ
彼 らが笏 を持って朝廷の儀礼に従事 している姿は、彼女の目には卑 しく見えたのであろう.いっ
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ぽう紫式部は、「何ばか りの数にしもあらぬ五位 ども」(何 ほどの人数にもはいらぬ五位 どもな
ども)と 『紫式部 日記』に記 してお り、五位 もたいしたことがないと言わんばかりである。そ
うい う彼女たちも五位クラスの家格にすぎないのに、この階層をあたかも野卑のごとくに言 う





四位以上は黒(平 安初期あた りまでは紫)、 五位は緋(朱 色)、 六位以下は(薄 い藍色、緑)、
無位は黄 とい うように色別 されていた。





ことを要はず、又言を避 り色を避 りて、蹤を深山幽谷に刊まむことを要はず。朝に在 りて
は身暫く王事に随ひ、家に在 りては心永 く仏那に帰る。予出でては青草の袍有 り。位卑し
と雖も職尚し貴し。
柱下 とは内記の唐名であ り、50歳 近い保胤は中務省の大内記であった。詔勅 ・宣命や位記
の作成などを任務とするこの職にはすぐれた学識者が任命されたが、官人 としての位階は低かっ
た。「予出でては青草の袍」 とあるのは六位官であることを物語ってお り、位階は低いけれ ど
も誇 りある職だ、と自ら吐露 している。官爵は運命、上に媚びってまで昇進を望まない、とい
うあた り言外に下級宮人 としての限界を強 く感 じていた意識の表われで、この言辞に身分制 と
い う壁の前に如何 ともし難い下級宮人たちの悲哀を感得できよう。早 くから仏門へ傾斜 してい
た彼は、これを執筆 した4年 後に横川で出家 している。
こうした位階の高低は平安京での住居である邸宅の広 さにも影響を及ぼした。平安京を構成
する碁盤 目状の基本形の1町 は120メ ー トル四方か らなり、約4,400坪 の広 さをもつが、ここ
に住むことを許 されたのは三位以上であり、四位、五位は2分 の1町 、六位は4分 の1町 とい
うふうに位階が下降するに伴って狭小 となった。そして最小単位は32分 の1町(約130坪 ほど)
へ ぬし
で、これを1戸 主 と呼び、庶民たちが住まう広さであった。もっとも土地売券などをみると1
戸主以下の土地の売買も行われていた。そ して平安中期あたりになると、受領(現 地に赴任 し
た国守で四位～六位)が 財力にものを言わせて1町 家を営んだことが 「四分の一宅を過 ぐべか
らざるに近来、多く一町家を造営」の記述か ら知 られる。




上述の1町 家への居住を許 された三位以上を公卿 と称 したが、ここでは公卿について述べる。
摂関 ・大臣
ll
貴 ……三位以上……上達部……上級宮人……公 卿(含 四位参議)… …家令を設置
通貴……四 ・五位……殿上人……中級官人ll
納言 ・参議
ここに示 したよ うに 「貴」7と称する公卿 は大臣か ら参議まで、位階でいうと三位以上 と一
部の四位を含むことになる。そして 「公」は大臣のことであるが、それ と例は少ないが大臣を
兼官しない摂政 ・関白を含む。 厂卿」は大納言、中納言 と参議の謂である。「公卿」語は摂関期
には盛んに用いられ、ほかに卿相 ・月卿 ・上達部などとも呼ばれ、上級貴族層を構成 している。
く げ
なお、公卿のことを公家と呼ぶ場合があるが、それは武家が登場する中世以降の使用例で、が
んらいは 「こうけ」 と読んで天皇または天皇 を含む朝廷を指した8。
公卿 より下位の 「通貴」に相当するのが四位、五位 クラスの中 ・下級貴族であり、記録には
上達部と並列 して指称 され る場合の殿上人であ り、地下人と対比しての謂である。
ここで平安時代の公卿数の変化を 『公卿補任』によってみてみよう。桓武天皇(781年 即位)
から後鳥羽天皇(1198年 譲位)ま での各天皇の総平均(原 則 として践祚の翌年時 〈ほとんど






天皇1代 でみると、最多は六条天皇(仁 安元年=1166)の32人 、最少は淳和天皇(天 長元
年=824)の11人 であ り、院政期には増加 していることがわかる。
1年 あた りの公卿の平均は20人 程であるが、前代の奈良時代(710～784)の75年 間の平均
は10人 強であるから、平安時代は倍増 していることが知 られる。
いっぽ う後世との比較も必要であろう。ただ多年にわたるゆえに平均値はとらず、その時代
の中間点の1年 の数値をもって以下に示す(参 考までに前後の数年をみたが趨勢は確認 される)。
鎌倉 時代一 正元元(1259)〈 亀 山即位年〉
南北朝時代一(1363)〈 後光厳 ・後村 上〉
室町時代一 文明14(1482)〈 後土御 門〉
安±:桃山時代一 天正14(1568)〈 後陽成 即位年〉

























一瞥して解るように中世以降、公卿 ・非参議 ・散位数の倍増が知 られるが、いっぽうでは武
家におされて勢力は低下していた。最盛期は平安時代であった。
なお 『公卿補任』は慶応4年 、つま り明治元年(1868)で 終わっているが、それは とりも
なおさず、公卿制の解体にほかならない。
ところで平安時代の公卿数を氏姓別 にみると、延喜元年(901)か ら元暦2年(1185)ま で
のほぼ300年 間で総計395人(含 非参議)の うち、藤原氏が265人(67%)、 源氏が79人(20%)、
平氏が24人(6%)、 そ して大中臣 〈7人〉以下の10氏 で計27人 とい う比率にな り、藤原氏が
他氏を圧倒 していることが知 られる。
『公卿補任』第二篇の冒頭、順徳天皇(1210年 即位)建 暦元年(1211)の 「関白 従一位
藤家実」に 「近衛」、「左大臣 正二位 同良輔」に 「九条」、「右大臣 正二位 同公継」に 厂徳大




げた藤原氏の家名が最多であろうが、その うち近衛 ・九条 ・一条 ・二条 ・鷹司の5家 は明治に
到るまで摂政 ・関白を交代で継承 した家柄であり、五摂家 と称 した。その頂点に立ったのは近
衛家であった。
家名には平安京の街路名が多く、ほかに寺院名(勧 修寺、西園寺、徳大寺など)や 地名(山








に伴 う服装の色 目、都市住民化による居住敷地の広狭などのほかに路頭での礼9、乗 り物、刑
の軽減などいくらもあるが、生活信条を綴った家訓の所持もその一つといえよう。家訓に関 し
ては今 に伝わる 『九条殿遺誡』(『 九条右丞相遺誡』)10でみてみよう。
作者の藤原師輔(908～960)は 、貴族 といっても公卿の トップクラスに身をお く摂関家の
家筋である。摂関忠平の二男として誕生 し、義兄の実頼が左大臣、師輔が右大臣のとき 「一く
るしき二」(『栄花物語』)と いわれた。すなわち実頼がその地位 にいることが苦しいほどに師
輔が優れていたとい う。そして娘の安子が村上天皇の皇后となり、所生の2皇 子が冷泉 ・円融
天皇になっている。ただ師輔は、冷泉天皇の即位7年 前に死去しているので外祖父として摂関









◇ 日記を付ける 〈書 く事が多い時にはその 日の うちに記す〉
しるかゆ
◇粥を服する
◇頭髪を梳き 〈3日に一度〉、手足の爪を切 る 〈手は丑の日、足は寅の日〉
◇ 日を択んで沐浴する 〈5日に一度。 しか し1日 に沐浴すれば短命、8日 は長生き、11日 は
聡明に、18日 は盗賊にあう、亥の日は恥を見る、 という具合に日によって吉凶があったか ら
実際に沐浴する日は限られて くる〉
以上が出仕するまでにしなければならない事柄である。問題は、これらがどの程度に守 られ
たのか ということであるが、例えば爪については 『土佐 日記』に 「爪のいと長 くなりにたるを
みて 日を数ふれば、今 日は子の日なりければ切 らず」とあるから、遵守されていたことを知る。
なお、ここに見える粥は今 日い うところの粥で朝食の前にとった軽食 らしい。この時代の貴族
くら
の食事については、遺誡の別のところに 「朝暮の膳は、常のごときは多く喰ふことなかれ、多
く飲む ことなかれ、また時剋を待たず して食ふべからず」 とあり、朝10時 ごろと夕4時 ごろ
の 日に2回 であった。
朝の うちにこれ らのことをこな し、出仕に際しては衣冠を着け、車馬に至るまで派手になら




深く関わる公卿にとって最も大切なことである。師輔は 『九暦』(『 九条殿記』)とい う日記や
『九条年 中行事』など公事に関わる記録を遺 している。後者は、父の忠平より受け継いだ儀式
作法を集大成 したもので、九条流故実の基 となった。忠平は子息たちに朝儀や政務な どを教諭
していたが、その父の教えを実頼 と師輔の兄弟が筆録 したものが 『貞信公教命』(二 巻)と い
われるものである11。
ところで 『九条殿遺誡』は師輔が右大臣となって以降に執筆 されたらしく、九条流の年中行




紙数も尽きたので、この稿を終えるにあたってセ ッションを通 じて西欧や東洋 との相違など
感 じた点をい くつか挙げておく。
「日本の貴族はごく一部を除いて戦争 しない」 というような指摘があった。 日本の貴族が官
195
朧谷 寿
僚貴族(=文 人貴族)と いわれる所以であり、彼 らが貴族の中心であったが、ほかに 「五位以
上の官職を持つ貴族の うち、軍事力を家職 として国家の軍事力の中枢を担 う」 ところの軍事貴
族もいた12。しかし貴族全体からすれば少数であり、文人貴族か らみれば社会的地位 も低かっ









1筆 者 が貴族 についてま とめたものに 「日本 古代にお ける`貴 族'概 念 」(村 井康彦編 『公 家 と武 家一 その比較文 明史
的考察』所収、思文閣出版、1995年)、 「摂 関時代 と貴族」(歴 史 物語講座 刊行 委員 会編 『歴史物語講座』第7巻 『時代
と文化 』所収 、風間書房 、1989年)が あ るが、 この報告は前者に負 ってい る。
2④ は岩波書 店、1966年 版。③は山川出版社 、1957年 。
3『 新 日本 史講座』の 〔古代後期〕 の1冊 として 中央公論社 か ら1949年 に刊行 された。 内容 は 「序論 貴族 論の課題」
「前編 貴族 階級 の歴 史」'「後編 貴族文化 の問題」か らな り明治期 までおよんでいる。
4た とえば 『平安時代史事典』(:角田文衛監修 、角川書 店、1994年)の 「貴族 」の項 目(村 井康彦執筆)で の 「貴族 は
地方に本貫 地を持つ古代氏族 が"み や こ"に 恒常的 に止住 し、官僚上層部 を構成す るよ うになった時 に成立 した。従 っ
て貴族の成立要件 は国家の 中枢である宮都が発展 し、受 け皿 としての官司(制)が 整備 され ることであった。……畿内 ・
畿外 に散在分布 していた豪族 は、本貫 を離れて宮都 に住み、官 司に仕 える律令官人 とな り、俸禄 で生活す る存在 となっ
た。地方 での生産 か ら遊離 した時 、貴族化が完了 した」 といった指摘 にみ られ る。 この都市住 民化 をはじめ論は多岐 に
及 んで お り、この事典 の性格 から平安時代 に焦点があて られ てい るが、 日本 の貴族 を扱 った事典 のなかでは もっ とも要
を得た 内容 といえよ う。
5共 同研 究 「公家 と武家」 のメンバー の1人 、竺沙雅 章氏 の発表お よび論考 「門閥貴族か ら士大夫官僚へ」(村 井康彦
編 『公家 と武家一 その比較文明史的考察』所収、前 掲)。 なお 「貴族」語の出現 について は 「貴族 とは何 か」 のセ ッシ ョ
ンにお いて池 田温氏 が事例 を挙 げて報告 を行ってお り、 この報告 書で取 りあげられ てい るので、それ を参照 されたい。
6原 文 は漢文体。読み下 し文は小島憲之校注 『本朝文粹』(『 日本 古典文学大系』69所 収、岩 波書 店、1964年)に よる。
7『 律』巻第一の 「名例律」に 「議貴、謂 、三位 以上、五位以上、是為通貴」 とある。
8村 井康彦 『王朝 貴族』(『 目本の歴 史』8、 小 学館 、1974年)な ど。
9た とえば 「凡三位 已下於路遇親王者、下馬而立、但大 臣斂馬側 立、凡 四位以 下逢一位、五位 巳下逢三位已上、六位 已
下逢 四位 巳上、七位已下逢五位 已上、皆下馬 、余応敬 礼者、皆不 下、羲鰄羣、応下者、乗車及 陪従不 下、軅蔵角(『 延喜
式』巻 四十一)な ど。
10『 群書類従』巻 四百七十五所収。別 に 『九条右丞相 遺誡』 ともいい、漢文 体。そ の訓読 は 『古代政治社会思想』(「日本
思想大 系」8所 収、岩波 書店、1979年)に 収録 されて いる。 師輔 は平安京 の左 京九条に邸宅 を構 えていたので九条殿
と呼 ばれた。
11竹 内理三 「口傳 と教命一公卿学系譜(秘 事 口傳成立以前)一 」(同 『律令制 と貴族政権H』 所収、御茶の水書房、1958
年)参 照。
12『 京都新 聞』2003年2月28日 付 「森浩一の古今縦断」の 「源平 再考一宿題編 〈下〉」(文 化報道部 ・深萱真穂筆)の 元
木泰雄氏談。元木氏 の研究 によれ ば、軍事貴族には軍事的側面 をほ とんど公的 には表 出させ ない早い段階での兵家貴族
と院政期 あた りから院や摂 関な どと結合 して、その権門内外 に対す る爪牙 として恒常的 に軍事活動 を行 う段階の京武者
がい るとい う(『武士の成立』、吉川弘文館、1994年 ほか)。
13竺 沙雅章 「門閥貴族か ら士大夫官僚へ」(前 掲)。
14井 上浩一 「11～12世 紀の ビザンツ貴族一`文 官貴族'`軍 事貴族'概 念 を中心 に一」・江川温 「フランス中世の貴族 と
社会一特権的支配集団 に関す る比較史の試み一 」(村 井康 彦編 『公 家 と武家一 その比較文 明史的考察』所収、前掲)
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